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橅
の
原
生
林
、
世
界

遺
産
「
白
神
山
地
」
は

一
千
三
百
平
方
キ
ロ
。
青

森
県
か
ら
秋
田
県
に
ま
た

が
る
。
そ
の
世
界
遺
産
地

域
の
北
側
に
十
二
湖
地
域

が
あ
る
。

　

宝
永
元
年(

一
七
〇
四

年)

に
津
軽
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク

ラ
ス
の
地
震
が
起
き
た
。

こ
の
地
震
で
、
崩
山
が
大

崩
壊
。
川
を
堰
き
止
め
、

三
十
三
の
小
さ
な
湖
が
で

き
た
。
崩
山
の
頂
上
か
ら

見
る
と
、
そ
の
内
の
十
二

の
湖
が
見
え
る
。
そ
れ
で

「
十
二
湖
」
と
の
地
名
が
つ

い
た
そ
う
だ
。

　

十
二
湖
の
一
つ
の
青
池
。

名
の
通
り
青
い
。
日
の
光

加
減
で
、
深
い
青
に
な
っ

た
り
、
緑
が
か
っ
た
り
見

え
る
。

　

特
別
な
鉱
物
が
溶
け
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
も
無

い
様
で
、「
何
故
青
く
見
え

る
か
」
は
、
未
だ
に
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
そ
う
だ
。

　

青
　
池
　
ー
　
白
神
十
二
湖

青
森
県
西
津
軽
郡
深
浦
町　
　

二
〇
一
六
年
五
月

ブ 

ナ

必要な「新しい判断」は政治の転換！！ ！

　
安
倍
首
相
は
二
〇
一
四

年
、
消
費
税
増
税
延
期
を

理
由
に
衆
院
解
散
・
総
選

挙
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
の

時
「
再
延
期
は
な
い
」
と

断
言
。
こ
れ
は
二
〇
一
七

年
春
ま
で
に
消
費
税
を
上

げ
て
も
問
題
の
な
い
よ
う

に
日
本
経
済
を
建
て
直
す

と
い
う
約
束
だ
っ
た
。

現
実
の
経
済
は

　
と
こ
ろ
が
労
働
賃
金
は

下
が
り
、
消
費
支
出
も
下

が
り
、
景
気
は
悪
化
。
さ

す
が
の
安
倍
首
相
も
「
こ

れ
で
は
消
費
税
を
上
げ
ら

れ
な
い
」
と
認
め
た
訳
だ
。

　
こ
れ
は
大
失
政
。
そ
こ

で
サ
ミ
ッ
ト
を
利
用
。「
世

界
経
済
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
の
前
と
似
た
状
況
」

と
云
っ
た
ら
、
各
国
首
脳

か
ら
否
定
さ
れ
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
本
質

　
大
企
業
に
減
税
し
、
大

企
業
が
儲
け
れ
ば
下
々
の

生
活
も
良
く
な
る
と
い
う

の
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
。

　
い
ざ
、
大
企
業
減
税
す

る
と
、
そ
れ
は
株
主
配
当

に
回
っ
た
。
大
株
主
は
ホ

ク
ホ
ク
。
し
か
し
、
中
間

層
以
下
は
賃
金
も
減
り
没

落
。
そ
れ
で
消
費
低
迷
。

景
気
悪
化
。

　
大
企
業
が
利
益
を
上
げ

ら
れ
た
の
は
日
本
社
会
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
大

企
業
に
応
分
の
税
負
担
を

求
め
、
高
額
所
得
者
の
所

得
税
率
を
元
に
戻
せ
ば
、

財
政
も
潤
う
。
消
費
税
で

庶
民
に
課
税
す
る
の
で
な

く
。

必
要
な
新
し
い
判
断
と
は

　
今
、
必
要
な
こ
と
は
消

費
税
増
税
を
止
め
る
だ
け

で
な
く
、
大
企
業
や
高
額

所
得
者
に
応
分
の
負
担
を

求
め
る
こ
と
。「
新
し
い

判
断
」
で
必
要
な
の
は
政

治
の
転
換
な
の
で
は
？

　
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


